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修士論文要旨
PTA 活動とソーシャル・キャピタルに関する研究：
複線径路・等至性モデルによる分析
Research on PTA activities and social capital: Analysis by Trajectory Equifinality 
Model
稲木　隆一（Ryuichi Inagi）　　指導：扇原　　淳
【はじめに】近年，保護者の負担の増大，役員選出法等の問
題からPTA（Parent-Teacher Association）については
否定的に語れることが多い．一方で，学校教育現場の抱え
るいくつかの問題の解決の鍵となる概念としてソーシャ
ル・キャピタル（以下，SC）が注目されている．SCは，
様々な研究者によって検討されており，捉え方や定義は一
定ではないが，Coleman（1988）は，SCを「確かな行動
を促進し，互いの関係を維持するための投資行動」である
とした．また，親のSCが子どもの人的資本に影響を与えう
ることも示唆している（Coleman，1997）．露口（2014）
が，学校区内のSCを醸成する潜在力をもつ団体としてPTA
を挙げているものの，PTAが個人や地域レベルのSC醸成に
どのように関わるのか，あるいはPTAによるSC醸成の背景
要因や効用について検討した研究はない．そこで本研究で
は，PTA活動がもたらす保護者のSC醸成のメカニズムとそ
の効用について明らかにすることを目的とした．
【対象・方法】対象者は埼玉県所沢市立A小学校のPTA役員
９名とした． 2015年10月～12月に，PTA活動とそれに関
連した自身の変化等に関する半構造化面接を，各人に60分
程度実施した．いずれの面接も個人面接法で，A小学校の
PTA会議室で行った．面接における対話は，対象者の許諾
を得たうえで，ICレコーダーに記録し，録音内容を逐語録
として起こした．分析方法にはサトウら（2006）を参考に
複線径路・等至性モデル（以下，TEM）を用いた．なお，
本研究は早稲田大学研究倫理審査委員会の承認を得た（申
請番号2015-233）．
【結果・考察】PTA活動における保護者のSC醸成は，「保護
者同士のSC」，「保護者と学校SC」，「保護者と地域SC」，「保
護者と家庭SC」の４つに分類した．図１に「保護者同士の
SC」における，必須通過点から分岐した対象者の経験を
TEM図により示した．「知り合いの増加」，「集まる回数・
会う時間の蓄積」によって，「学校に行けば誰かに相談でき
るという期待・精神的安定」，「他の保護者に対する信頼の
向上」につながるというSC醸成のメカニズムの一端を表し
ている．保護者が「子どもの友人の親を知っている」こと
で，子どもの学業成績向上や問題行動抑制など様々な教育
効果につながることが指摘されている（露口，2011）が，本
研究の結果からも，保護者がPTA活動を通して子どもの友
人の親と知り合い，中学進学や子育て不安などについて相
談し合うことが，有益な情報の共有，保護者自身の悩みの
解決に結びついていることが明らかとなった．同様に，保
護者間のネットワークが子どもの人的資本に還元すること
が指摘されている（露口，2011）が，その詳細なメカニズ
ムについては不明な部分が多かった．本研究では，保護者
同士で子どもの問題行動について相談することにより，保
護者間で子どもの行動基準や制裁についての共通規範が形
成されている様子を図示できた．この共通規範に基づいて，
互いの子どもへの監視を行うことが，それぞれの子どもの
問題行動の抑制につながっている可能性が示唆された．な
お，本研究は，単位PTAのみを対象とした研究であり，今
後は，量的調査を組み合わせた実証的な研究の実施が求め
られる．
図１．保護者同士のソーシャル・キャピタルのTEM図
